
興
津
川
下
流
地
域
に
沿
け
る
農
業
水
利
秩
序
の
変
質

五

式

臣

味

奥津川下流地域における農業水利秩序の変質

て
は
じ
め
に

わ
が
国
の
農
業
の
中
心
は
、
古
〈
か
ら
水
を
大
量
に
使
用
す
る
水
稲
栽
培
で
あ
り
、
そ
の
生
産
力
の
発
展
が
と
く
に
著
し
く
な
っ
た
の

葉
山
禎
作
ハ
l
v
に
よ
れ
ば
人
工
的
な

τ

組
織
濯
一
概
が
干
般
化
し
た
近
世
以
降
で
あ

τ

っ
た
。

こ
の
間
の
水
田
開
発
の
展
開
傾
向
を
古
島
敏

t主雄
官
〉
は
治
水
・
濯
概
技
術
の
発
展
に
と
も
な
っ
た
山
麓
部
か
ら
平
地
部
へ
の
拡
大
、

へ
の
拡
大
と

w

し
て
ま
と
め
て
い
る
。
し
か
し
、
治
水
・
濯
獄
技
術
の
適
応
は
洪
水
の
防
禦
・
用
水
源
の
確
保
に
限
ら
れ
、
濯
萩
組
織
の
末

さ
ら
に
小
河
川
沿
岸
地
域
か
ら
大
河
川
沿
岸
地
域

端
部
に
お
け
る
配
水
・
排
水
に
ま
で
及
ん
で
い
な
か
っ
た
。
こ
の
た
め
用
水
の
管
理
者
と
実
際
の
使
用
者
を
み
て
も
小
農
制
に
よ
る
生
産

様
式
下
で
、
相
互
に
結
合
し
た
共
同
体
的
な
農
業
水
利
を
い
ま
に
続
け
さ
せ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
決
し
て
固
定
的
な
も
の
で
な

く
、
歴
史
的
発
展
段
階
の
過
程
で
み
ら
れ
る
技
術
的
・
経
営
的
・
社
会
経
済
的
な
変
化
に
対
応
し
て
変
質
を
と
げ
る
も
の
と
考
え
ら
れ

303 

る。
明
治
以
降
も
、
用
水
改
良
が
進
み
水
利
団
体
の
法
制
化
の
進
ん
だ
大
河
川
下
流
地
域
で
は
大
規
模
な
濯
排
水
事
業
や
耕
地
整
理
の
結
果
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落
を
事
例
と
し
て
研
究
を
進
め
る
。

承
元
寺
部
落
ハ
5
)

は
旧
藩
政
村
で
清
見
寺
の
寺
領
で
あ
っ
た
。

農
業
水
利
秩
序
が
変
質
を
と
げ
て
い
る
。

」
れ
ら
の
事
例
は
数
多
く
報
告
ハ
3
u

さ
れ

て
い
る
。
こ
れ
に
比
較
し
て
、
中
小
河
川

地
域
や
溜
池
濯
綾
地
域
で
は
近
世
以
降
の

申
合
せ
組
合
や
部
落
に
よ
っ
て
農
業
用
水

が
非
法
人
格
の
ま
ま
管
理
さ
れ
、
そ
の
も

と
で
農
業
生
産
が
行
な
わ
れ
て
い
る
。
そ

」
で
、
筆
者
は
従
来
あ
ま
り
研
究
対
象
と

な
っ
て
い
な
い
中
小
河
川
濯
翫
地
域
を
選

ん
で
農
業
水
利
と
村
落
の
社
会
経
済
的
変

化
を
通
じ
て
生
ず
る
農
業
水
利
秩
序
の
変

質
を
み
る
。

具
体
的
事
例
と
し
て
は
奥
津
川
下
流
地

域ハ
4
)
に
位
置
す
る
(
第
一
図
)
承
元
寺
部

興
津
川
下
流
地
域
の
諸
部
落
は
い
ず
れ
も
旧
藩
政
村
で
天
領
(
中
宿
・

農
業
水
利
秩
序
も
そ
れ
ぞ
れ
独

八
木
間
・
洞
)
、
旗
本
領
(
横
山
・
薩
唾
)
、

大
名
領
(
谷
津
)
な
ど
に
分
れ
て
い
た
ハ
6
〉
。
そ
の
た
め
、



自
の
機
構
を
保
持
し
て
い
た
。

承
元
寺
は
奥
津
川
に
よ
っ
て
で
き
た
狭
い
扇
状
地
位
低
地
と
段
丘
面
、
標
高
三

O
O
I四
O
O
m
の
急
傾
斜
(
一
一

o
l三
O
度
)
を
も

つ
山
地
よ
り
な
っ
て
い
る
。
こ
の
低
地
と
段
丘
面
が
水
田
に
利
用
さ
れ
、
低
地
水
田
の
目
減
水
深
は
一
白
人
五
阻
と
大
き
く
、

い
わ
ゆ
る

「
ざ
る
田
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
総
面
積
ニ

O
o
h
の
う
ち
低
地
と
段
丘
面
の
占
め
る
面
積
は
二
二

h
に
す
、
ぎ
な
い
。
こ
の
低
地
の
用
水

は
興
津
川
よ
り
取
水
し
て
い
た
。
興
津
川
は
平
均
流
量
四
・
六
三
毎
秒
ト
ン
、
最
大
流
量
二
ニ
・
入
九
毎
秒
ト
ン
、
渇
水
量
二
・
四
三
毎

秒
ト
ン
で
東
海
型
の
荒
れ
川
で
あ
る
。
段
丘
面
の
用
水
は
部
落
背
後
の
山
地
か
ら
流
出
す
る
沢
水
を
利
用
し
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
自
然

興津川下流における農業水利秩序の変質

条
件
ハ
7
)
を
も
っ
承
元
寺
で
は
、
近
世
以
来
田
畑
作
を
す
る
ほ
か
、
山
地
斜
面
の
利
用
も
進
ん
で
い
た
。

か
つ
て
米
麦
作

同
部
落
で
は
、

を
中
心
と
す
る
農
業
が
行
な
わ
れ
て
い
た
が
、

一
九
七

O
年
現
在
総
戸
数
六
一
戸
の
う
ち
五
四
戸
が
農
業
を
営
な
ん
で
い
る
。
そ
の
営
農

内
容
を
耕
地
面
積
よ
り
み
る
と
、
果
樹
園
九

O
%、
茶
園
一

O
Mで
あ
る
。
収
入
一
位
部
門
別
農
家
数
の
比
率
で
も
こ
の
比
率
は
変
わ
ら

』

i
h

、。

ふ
ん
し

ニ
、
農
業
水
利
秩
序
の
史
的
展
開

農
業
水
利
秩
序
の
史
的
展
開
を
農
業
水
利
実
態
の
変
化
と
農
業
水
利
の
管
理
運
営
の
変
化
の
両
面
か
ら
以
下
に
み
る
。

興
津
川
下
流
地
域
の
諸
部
落
は
、
近
世
期
に
お
い
て
領
主
を
異
に
し
て
い
て
、

い
ず
れ
も
興
津
川
か
ら
取
水
し
て
い
た
が
領
主
の
支
配

の
範
囲
を
越
え
て
農
業
水
利
の
た
め
の
結
び
つ
き
は
み
ら
れ
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
農
業
水
利
上
の
調
整
が
い
か
に
行
な
わ
れ
て
き
た
か
を
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部
落
聞
の
農
業
水
利
と
し
て
究
明
す
る
。

部
落
聞
の
農
業
水
利

各
部
落
と
も
独
自
に
村
地
先
の
興
津
川
か
ら
取
水
し
て
い
て
、
取
水
・
配
水
を
目
的
と
す
る
部
落
同
志
の
結
合
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や
組
織
は
み
ら
れ
な
か
っ
た
。
各
部
落
は
治
水
の
た
め
の
川
除
普
請
を
行
な
い
、
川
除
普
請
の
内
容
を
記
し
た
司
川
除
出
来
形
帳
」
一
を
そ

れ
ぞ
れ
の
領
主
の
役
所
に
提
出
じ
て
い
た
。
各
部
落
が
独
自
に
普
請
を
行
な
い
、
部
落
聞
の
調
整
が
行
な
わ
れ
な
か
っ
た
た
め
、
新
規
に

取
水
堰
や
川
除
の
「
出
し
官
〉
」
を
設
置
し
た
際
に
と
き
と
し
て
部
落
問
に
争
論
が
発
生
し
た
。

各
部
落
の
関
心
事
は
川
除
に
よ
っ
て
既
存
耕
地
を
保
護
す
る
こ
と
と
新
た
に
耕
地
を
拡
大
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
の
た
め
奥
津
川
の

対
岸
部
落
相
互
間
や
上
流
・
下
流
部
落
聞
に
争
論
が
生
じ
て
い
る
。
争
い
の
主
要
原
因
に
は
新
規
取
水
堰
設
置
に
よ
る
耕
地
の
流
失
、
川

除
の
「
出
し
」
設
置
に
よ
る
流
路
の
変
化
と
そ
れ
に
と
も
な
う
川
欠
な
ど
で
あ
っ
た
。

こ
の
当
時
に
は
農
業
水
利
上
の
管
理
運
営
機
構
は
存
在
せ
ず
、
領
主
ま
た
は
代
官
所
へ
の
訴
訟
を
と
お
し
て
調
整
さ
れ
て
い
た
。

各
部
落
ご
と
の
個
別
取
水
・
配
水
は
明
治
期
に
入
っ
て
も
続
い
て
い
た
が
、

一
八
入
九
年
(
明
治
一
一
一
一
)

の
興
津
宿
外
入
ケ
町
村
の
合

併
後
の
一
八
九
四
年
に
は
用
水
路
修
理
の
共
同
が
中
宿
・
八
木
聞
の
大
井
用
水
堰
、
谷
津
・
八
木
間
・
横
山
の
樋
楕
井
堰
に
み
ら
れ

たへ
9
)
。
さ
ら
に
大
正
初
期
以
降
左
岸
の
承
元
寺
・
薩
撞
が
共
同
取
水
を
行
な
っ
て
い
た
。
し
か
し
、

部
落
間
の
分
水
割
ム
口
、

配
水
順
番

な
ど
の
取
決
め
は
み
ら
れ
な
い
。

こ
の
当
時
の
農
業
水
利
の
管
理
運
営
は
一
八
八
九
年
の
興
津
町
制
施
行
に
と
も
な
っ
て
町
の
土
木
行
政
の
一
環
と
し
て
行
な
わ
れ
て
い

た
。
農
業
水
利
上
の
予
算

ι
決
算
、
規
約
は
と
も
に
町
議
会
の
議
決
を
経
て
執
行
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

町
の
農
業
水
利
の
管
理
運
営
に
あ
た
る
者
は
、
町
の
土
木
委
員
で
あ
り
、
各
部
落
か
ら
の
用
水
路
の
修
理
箇
所
、
利
用
状
況
な
ど
の
報

告
に
基
づ
い
て
町
全
体
の
土
木
事
業
計
画
を
立
て
て
い
た
。

こ
の
町
の
土
木
委
員
に
関
し
て
可
興
津
町
土
木
委
員
ユ
関
ス
ル
規
定
白

ιに

本
町
会
ユ
於
テ
本
町
公
民
中
ヨ
リ
之
レ
ヲ
選
挙
ス
」
と
あ
り
、
土
地
所
有
者
ま
た
は
耕
作
者
の
資

格
で
農
業
水
利
の
管
理
運
営
に
参
加
す
る
の
で
な
く
、
町
住
民
の
資
格
で
参
画
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。

は

「
本
町
土
木
委
員
八
名
ヲ
置
キ
、



明
治
中
期
か
ら
昭
和
二

0
年
代
ま
で
農
業
用
水
の
取
水
は
、
興
津
川
右
岸
の
部
落
と
左
岸
の
部
落
に
分
れ
て
い
た
。
こ
れ
が
↓
九
四
九

年
(
昭
和
二
四
)

に
は
左
右
両
岸
の
用
水
取
入
口
の
合
口
が
奥
津
町
農
業
協
同
組
合
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
。
同
組
ぶ
ロ
は
前
身
が
各
部
落
の

部
落
農
会
と
し
て
発
足
じ
、
産
業
組
合
、
保
証
責
任
組
合
、
農
業
会
を
経
て
一
九
四
八
年
に
設
立
さ
れ
た
。
こ
の
組
合
設
立
の
過
程
で
、

興
津
町
に
よ
る
農
業
水
利
の
管
理
運
営
が
同
組
合
、
に
移
管
さ
れ
た
百
三

合
口
・
後
、
に
は
奥
津
地
区
全
体
に
一
本
の
用
水
路
に
よ
る
取
水
・
導
水
・
配
水
の
体
制
が
で
き
た

(
第
↓
図
参
照
〉

O

会
同
用
水
路
で
は
部

落
ご
と
の
分
水
割
合
は
み
ら
れ
ず
、
単
に
左
岸
三
、
右
岸
七
の
水
図
面
積
に
対
応
し
た
分
水
が
行
な
わ
れ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。

興津川下流における農業水利秩序の変質

用
水
合
口
後
の
用
水
の
管
理
運
営
を
用
水
合
口
の
理
由
書
官
〉
に
よ
っ
て
み
る
と
、

従
来
f
慣
例
ニ
依
リ
、
約
参
百
年
前
ヨ

P
用
水
取
入
ノ
為
、
前
記
興
津
川
ニ
井
堰
ヲ
設
ヶ
、
流
水
ヲ
導
入
シ
興
津
川
J
左
右
両
岸
約
百
町
歩
J
水
田

ヲ
耕
作
仕
来
ル
ガ
、
毎
年
度
J

洪
水
時
ノ
井
堰
流
失
都
度
修
繕
、

E
又
河
底
ノ
低
下
三
尺

I
五
尺
-
一
及
ビ
:
:
:
中
略
:
:
:
毎
年
度
経
費
ノ
増
大
ニ
依

リ
、
耕
作
者
全
員
/
世
論
喚
起
シ
、
本
年
度
植
付
-
一
一
竣
功
目
差
シ
タ
ル
:
:
:

と
あ
る
0
1

こ
れ
に
よ
る
と
、
取
水
施
設
の
管
理
運
営
費
は
耕
作
者
負
担
で
あ
っ
た
。
そ
の
負
担
額
が
毎
年
増
加
し
た
た
め
、
取
水
堰
の

永
久
化
工
事
と
一
本
の
用
水
路
に
よ
る
導
水
と
配
水
を
行
な
う
'
こ
と
と
な
q

た。

ζ
の
合
ロ
以
降
、
農
業
水
利
の
管
理
運
営
費
用
負
担
は

各
部
落
ご
と
の
水
田
耕
作
面
積
を
基
準
と
-
し
て
割
当
て
ら
れ
て
い
た
。

と
の
用
水
路
な
ら
び
に
興
津
川
か
ら
の
取
水
権
は
一
一
九
六
一
年
の
興
津
町
主
清
水
市
の
合
併
後
の
「
九
六
四
年
に
清
水
市
に
売
渡
さ
れ
，

た
。
こ
の
売
渡
L
の
決
定
は
興
津
町
農
業
協
同
組
合
の
総
会
(
水
田
耕
作
者
以
外
の
者
も
含
ま
れ
る
)

に
よ
っ
て
な
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ

307 

に
よ
り
奥
津
川
下
流
地
域
の
奥
津
川
か
ら
の
取
水
権
を
前
提
と
し
た
農
業
水
利
は
消
滅
し
た
。

部
落
聞
の
農
業
水
利
に
お
い
て
は
水
論
、
境
界
論
を
く
り
か
え
一
し
な
が
ら
し
だ
い
に
調
整
が
進
み
、
濯
翫
施
設
も
整
備
さ
れ
て
き
た
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が
、
部
落
内
の
農
業
水
利
は
各
部
落
に
一
任
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
次
に
部
落
内
の
農
業
水
利
の
実
態
と
管
理
運
営
を
み
る
。

部
落
内
の
農
業
水
利

承
元
寺
部
落
の
農
業
水
利
は
一
九
四
九
年
の
用
水
合
口
後
も
興
津
川
か
ら
取
水
す
る
低
地
と
沢
水
か
ら
取
水
す

る
段
丘
面
と
に
分
れ
て
い
て
、
用
水
の
一
本
化
は
な
さ
れ
て
い
な
い
。

大
正
期
の
堤
防
工
事
が
完
成
す
る
以
前
、
奥
津
川
は
、
し
ば
し
ば
洪
水
に
よ
っ
て
水
損
地
(
耕
地
へ
の
土
砂
の
流
入
)
や
川
欠
(
沿
岸

の
崩
壊
)
を
引
起
し
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
農
業
水
利
が
沖
積
面
に
進
め
ら
れ
る
た
め
に
は
耕
地
が
洪
水
か
ら
保
護
さ
れ
る
こ
と
が
前
提

と
な
っ
た
。
そ
こ
に
至
る
過
程
は
、
対
岸
小
島
村
と
の
川
除
論
・
境
界
論
に
示
も
さ
れ
て
い
る
。

一
六
五
七
年
(
明
暦
三
)

の
争
論
は

一
、
清
見
寺
領
高
百
四
拾
七
石
余
之
内
、
中
嶋
と
申
所
高
四
石
六
斗
余
御
座
侯
。
先
年
川
荒
所
ニ
成
し
を
承
元
寺
村
百
姓
共
前
々
よ
り
牛
馬
を
放
飼

し
、
尤
作
を
も
仕
来
し
候
処
-
一
、
一
色
忠
次
郎
様
御
代
官
所
小
嶋
村
之
百
姓
中
去
年
之
春
、
中
嶋
之
川
上
-
一
先
規
無
之
川
除
を
仕
り
処
、
中
嶋
は
不
及

申
粟
原
と
申
所
迄
秋
水
落
入
栗
原
ま
て
高
拾
石
余
川
荒
所
-
一
罷
成
出
し
侯
御
事
。
・
:
:
・
一
項
略
:
:
:
一
、
八
年
以
前
寅
年
小
嶋
村
よ
り
先
規
無
之
川
除

を
中
嶋
之
川
上
ニ
仕
し
処
、
忠
次
郎
様
御
手
代
黒
川
吉
兵
衛
殿
迄
、
清
見
寺
・
5
断
り
し
つ
つ
川
除
早
速
御
と
ら
せ
成
し
節
、
其
時
え
証
拠
之
出
物
侯
御

座
之
事
。
・
:
・
:
一
項
略
:
:
:
、
右
之
段
之
旨
被
御
開
局
、
先
規
川
除
を
取
り
、
小
嶋
村
よ
り
中
嶋
へ
手
を
入
連
不
申
ゃ
う
ニ
被
仰
付
侯
ハ
ハ
有
難
可
奉

侯と
い
う
奉
行
所
へ
の
「
乍
恐
諦
事
言
上
自
己
に
始
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、

承
元
寺
村
が
放
飼
、

耕
作
を
し
て
い
た
中
島
(
河

床
内
)
と
い
う
場
所
が
小
島
村
の
新
規
の
「
出
し
」
に
よ
っ
て
荒
地
と
な
っ
た
こ
と
。
こ
の
川
除
工
事
は
前
々
か
ら
禁
止
さ
れ
て
い
る
の

で
小
島
村
に
取
払
う
よ
う
命
令
し
て
ほ
し
い
と
訴
え
て
い
る
。
こ
の
争
論
で
は
「
:
:
:
前
略
:
:
:
唯
今
迄
無
之
処
新
規
仕
出
し
事
、
小
嶋

村
之
者
不
居
候
間
早
々
出
堤
を
や
ぶ
皇
、
本
川
通
エ
水
を
落
し
候
様
可
仕
、
若
遠
背
侯
ハ
ハ
穿
撃
之
上
急
度
曲
事
可
申
付
、
為
其
絵
図
ニ

致
裏
書
双
方
エ
遣
置
侯
也
立
)
」
と
あ
る
よ
う
に
、

小
島
村
が
新
規
「
出
し
」
を
取
払
い
、

従
来
か
ら
の
川
除
に
よ
っ
て
護
岸
す
る
こ
と



で
解
決
し
て
い
る
。

一
八
二
七
年
(
文
政
一

O
)
の
争
論
は
小
島
村
の
河
床
内
の
無
断
開
発
に
端
を
発
し
、

川
除
仕
様
の
取
決
め
白
〉
に
よ
っ
て
解
決
し
て

い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、

一
、
川
除
之
儀
ハ
両
村
立
合
間
数
相
改
候
処
、
一
番
出
し
元
ぷ
己
午
之
関
長
八
間
半
:
:
:
中
略
:
:
:
御
絵
図
面
之
適
少
茂
相
法
無
御
座
候
、
の
之
年

々
二
月
十
五
日
七
月
五
日
為
定
日
南
村
立
合
相
改
候
所
普
請
可
致
候
、
尤
大
荒
-
一
付
新
出
致
候
節
ハ
右
之
通
両
村
立
合
相
改
可
致
普
請
候
、
初
之
右
之

芝
地
此
度
新
田
開
発
侯
処
相
抽
選
無
御
座
侯

と
あ
る
。
こ
れ
は
川
除
設
置
の
場
所
と
そ
の
規
模
を
決
め
、
年
々
の
補
修
普
請
は
二
月
十
五
日
と
七
月
五
日
に
両
村
立
合
の
も
と
に
行
な
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う
こ
と
で
あ
る
。
さ
ら
に
「
為
取
替
申
一
札
之
事
自
己
に
よ
る
と
、

:
・
:
前
略
:
:
:
此
度
荷
村
立
合
地
境
相
定
候
上
ハ
新
回
開
発
侯
儀
ハ
双
方
共
勝
手
次
第
ニ
可
致
候
、
尤
壱
番
出
し
ぷ
四
番
出
し
迄
之
間
ハ
新
田
園
と

し
て
御
絵
図
面
ニ
洩
候
新
規
之
川
除
一
切
致
問
敷
候
事

と
自
村
内
の
新
田
開
発
は
自
由
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
保
護
す
る
新
規
の
出
し
は
作
ら
ず
流
作
場
と
す
る
こ
と
が
決
め
ら
れ
て
い
る
。

こ
う
し
た
争
論
を
繰
返
し
た
川
除
仕
様
が
興
津
川
筋
で
確
立
す
る
の
は
、
近
世
末
か
ら
明
治
初
期
に
か
け
て
で
あ
る
。

一
八
七
三
年

(
明
治
六
)

の
「
為
取
替
約
定
之
事
官
ど
に
よ
る
と

:
:
双
方
和
談
之
上
、
川
除
土
手
鏡
等
ハ
、
是
迄
仕
来
之
通
相
心
得
、
地
先
寄
州
相
成
侯
上
ハ
、
田
畑
起
返
ハ
勿
論
双
方
村
方
前
身
之
検
地
帳
ユ
応

γ
、
総
テ
堤
川
除
等
従
前
之
通
至
侯

と
あ
る
。
し
か
し
、
堤
防
が
確
立
し
、
耕
地
が
安
定
す
る
の
は
大
正
期
以
降
の
道
路
整
備
と
そ
れ
に
と
も
な
う
護
岸
工
事
を
ま
っ
て
後
で
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あ
っ
た
。
こ
れ
ら
治
水
工
事
に
と
も
な
っ
て
耕
地
の
起
返
が
行
な
わ
れ
る
と
同
時
に
取
水
・
導
水
・
配
水
な
ど
の
諸
施
設
も
整
備
さ
れ

た
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
河
川
に
近
接
す
る
沖
積
地
で
は
い
っ
た
ん
治
水
が
確
立
し
、
諸
施
設
が
整
備
さ
れ
る
と
、
水
田
面
積
に
対
し
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て
必
要
な
用
水
量
が
ほ
ぼ
十
分
に
得
ら
れ
る
た
め
そ
の
後
の
農
業
水
利
に
つ
い
て
の
規
制
は
ほ
と
ん
ど
現
わ
れ
て
ζ

な
い
。
す
な
わ
ち
、

部
落
内
の
各
水
田
は
ど
の
配
水
路
か
ら
濯
水
し
で
も
よ
く
、
排
水
に
つ
い
て
も
水
路
が
固
定
さ
れ
ず
、
回
越
濯
水
も
自
由
で
あ
っ
た
。

段
丘
一
面
は
古
く
か
ら
開
発
が
進
み
、
屋
敷
・
田
畑
が
あ
っ
た
が
、
山
地
か
ら
の
出
口
付
近
で
は
出
水
に
よ
る
水
損
地
や
川
欠
が
生
じ
て

、骨
'
O

L
ふ
れ一

七
五
二
年
(
宝
暦
二
)

に
は
、
薩
撞
村
と
の
聞
に
村
境
を
流
れ
る
大
沢
の
出
水
を
契
機
と
し
て
境
界
論
が
起
り
、
こ
れ
が
興
津
中
宿

町
の
仲
裁
に
よ
っ
て
内
済

svし
て
い
る
。
こ
の
取
決
め
を
み
る
と
、

一
l
六
項
で
は
村
境
を
確
定
し
て
い
る
。
七
項
に
は

一
、
薩
撞
村
地
内
-
一
相
成
侯
芝
之
分
、
新
水
取
致
侯
節
ハ
、
大
沢
之
流
を
用
水
-
一
引
取
侯
様
、
尤
地
形
高
場
を
切
起
侯
而
用
水
堰
上
侯
得
ハ
、
承
元

寺
村
古
田
之
場
所
江
逆
水
可
有
之
-
一
付
、
高
場
所
江
引
取
申
間
敷
候
、
勿
論
古
田
之
用
水
ニ
相
障
儀
決
而
致
問
敷
事

と
あ
る
。
こ
れ
は
古
田
重
視
を
第
一
と
し
て
地
形
に
則
っ
た
開
田
を
義
務
づ
け
て
い
る
。
八
項
に
は

双
方
共
に
大
沢
之
流
、
何
連
之
分
江
か
か
り
侯
共
、
川
瀬
付
次
第
致
置
、

一
村
之
勝
手
を
以
、
川
取
自
由
ニ
致
問
舗
侯
事

と
河
川
の
流
路
を
勝
手
に
変
更
し
て
は
な
ら
な
い
と
し
て
い
る
。
こ
の
争
論
の
後
、
沢
水
か
ら
取
水
す
る
水
田
で
は
争
論
が
み
ら
れ
ず
、

後
の
検
地
帳
か
ら
も
安
定
し
た
生
産
を
行
な
っ
て
い
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
段
丘
面
で
は
配
水
路
の
上
流
か
ら
の
濯
水
が
慣
例
主
な
ヲ

て
い
た
。
そ
し
て
興
津
川
掛
り
水
田
に
は
み
ら
れ
な
い
水
不
足
が
生
じ
、
そ
れ
は
大
正
期
以
降
ほ
ぼ
三

l
五
年
お
き
に
生
じ
て
い
る
。

近
世
期
か
ら
明
治
初
期
ま
で
の
農
業
水
利
の
管
理
運
営
は
部
落
の
行
政
機
構
の
一
部
と
し
て
治
水
を
中
心
に
な
さ
れ
て
き
た
。
そ
し

て
、
直
接
そ
の
任
に
当
っ
た
の
は
近
世
期
の
村
役
人
、
そ
の
延
長
と
し
て
の
明
治
期
の
戸
長
で
あ
っ
た
。
管
理
運
営
の
内
容
は
治
水
の
た

め
の
蛇
寵
作
り
と
そ
の
構
築
、
用
水
路
修
理
の
計
画
実
行
監
督
な
ど
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
作
業
は
部
落
全
体
の
共
同
責
任
で
引
受
け
、

そ
れ
ぞ
れ
の
作
業
に
つ
い
て
の
出
役
は
所
有
耕
地
面
積
に
欄
係
な
く
部
落
内
の
各
戸
に
対
し
て
均
分
割
が
と
ら
れ
た
。



一
八
八
九
年
の
町
制
施
行
に
と
も
な
っ
て
、
農
業
水
利
の
管
理
運
営
が
町
行
政
の
一
部
と
し
て
行
な
わ
れ
た
が
、
部
落
内
で
は
区
長
・

土
木
委
員
が
町
行
政
の
末
端
機
関
と
し
て
の
役
割
を
果
た
す
よ
う
に
な
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
部
落
内
の
用
水
施
設
の
構
築
、
堤
防
・
道
路

の
修
理
な
ど
と
そ
の
費
用
の
見
積
り
の
町
へ
の
報
告
と
実
際
の
工
事
の
実
行
・
監
督
を
行
っ
た
。
こ
の
末
端
機
関
と
し
て
の
役
割
は
一
九

四
九
年
以
降
の
興
津
町
農
業
協
同
組
合
の
管
理
下
に
お
い
て
も
同
様
で
あ
っ
た
。

町
の
土
木
行
政
の
対
象
と
は
な
り
得
な
か
っ
た
沢
水
掛
り
水
田
に
は
、
大
正
期
以
降
水
不
足
に
と
も
な
っ
て
番
水
が
実
施
さ
れ
て
い

い
ず
れ
の
年
も
耕
作
者
だ
け
の
負
担
で
あ
っ

た
。
番
水
は
三

l
五
年
毎
に
行
な
わ
れ
、
番
水
の
費
用
負
担
(
出
役
も
含
む
)
を
み
る
と
、

興津川下流における農業水利秩序の変質311 

第 1表明治~昭和聞の承元寺の戸

長・区長・土木委員の階層

年 次 |区長!階層| 土木委員

1882(明15)I 1-1 i -I -' I I ~ 
I 1887( 20) I 1-1 一一 一

1892( 25) I 2-4 i A I 3-8 I A I 7-6 i A 

J 1897( 30) I 2-4 I A I 4ー7I A ー

1902( 35) I 7-6 i A I 3-8 I A I 2-'-4 I A 

1907( 40) I 4-7 ! A 一一

1916(大5)17-31 A 14ー7!A ー

1921( 10) I 3-6 i A I 2-1 I B I 4-6 I A 

1926( 15) 12-4 i A I 6-6 ! B I ~ 
1930(昭 5)I 3-8 j A I 6-ー2j A 一

1935( 10) I 3-1 i A I 7ー7!C 15ー2I A 

I 1940( 15) I 5-5 i A I 6-2 i B ー

I 1945( 20) I 2-4 j B I 6-6 J B I 5ー5i A 

1950( 25) I 4-6 I A I 6ー1I B 16-4 I B 

1960( 35) I 5-5 ! A 一

1965( 40) I 3-1 ! A I i 1-

た

8
3

番
水
実
施
と
出
役
順
番
の
決
定
は

し
か
し
、

区
の
仕
事
と
さ
れ
、
土
木
委
員
が
こ
の
任
に
当
っ
て
い

た。
昭
和
一

0
年
代
よ
り
沢
水
掛
り
水
田
の
一
部
が
み
か

ん
固
に
転
換
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
沢
水
利
用
を
個
別

的
に
や
め
る
農
家
が
現
わ
れ
て
き
た
。
こ
の
後
、
段
丘

面
上
の
水
田
は
し
だ
い
に
み
か
ん
園
に
転
換
さ
れ
、
そ

の
最
盛
時
は
一
九
六

O
年
前
後
で
あ
っ
た
。

農
業
用
水
の
管
理
運
営
、
に
直
接
参
画
し
た
農
家
の
部

落
内
に
お
け
る
階
層
構
成
を
み
る
と
第
一
表
の
よ
う
で

あ
っ
た
。
同
表
は
農
家
番
号
と
階
層
(
昭
和
十
二
年
に
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お
け
る
水
田
の
自
作
層
を

A
、
自
小
作
層
を

B
、
小
作
層
を

C
と
し
た
)

で
区
長
・
土
木
委
員
の
就
任
を
示
し
て
あ
る
。
こ
れ
に
よ
る

と
、
区
長
は
明
治
・
大
正
期
に
は
す
べ
て

A
層
の
農
家
で
あ
っ
た
。
土
木
委
員
は
大
正
期
に

A
・
B
の
農
家
が
半
々
と
な
り
、
昭
和
前
期

に
は

A
層
の
農
家
と

B
プ
ラ
ス

C
層
の
農
家
と
が
半
々
と
な
り
、
昭
和
後
期
に
は
す
べ
て

B
層
の
農
家
と
な
っ
て
い
た
。
承
元
寺
部
落
で

は
、
区
長
の
階
層
は
不
変
と
い
っ
て
も
よ
い
が
、
農
業
水
利
の
具
体
的
管
理
運
営
作
業
を
直
接
担
当
し
た
土
木
委
員
は
、
大
正
期
か
ら
昭

和
前
期
に
か
け
て
自
小
作
層
が
参
画
す
る
こ
と
と
な
り
、
戦
後
は
ほ
と
ん
ど
自
小
作
層
の
担
当
と
い
う
変
容
を
た
ど
っ
て
き
て
い
る
こ
と
-

が
指
摘
さ
れ
る
。

以
上
の
農
業
水
利
秩
序
の
変
質
を
ま
と
め
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

第
一
段
階

近
世
か
ら
明
治
中
期
ま
で

部
落
内
農
家
の
農
業
経
営
は
稲
作
が
中
心
で
あ
っ
た
。
農
業
水
利
の
管
理
運
営
は
部
落
の
重
要
な
自
治
業
務
と
さ
れ
、
自
作
農
層
の
主

導
の
も
と
に
共
同
管
理
が
行
な
わ
れ
て
い
た
。
興
津
川
か
ら
取
水
す
る
部
落
相
互
間
に
お
い
て
農
業
水
利
を
契
機
と
し
た
結
び
つ
き
は
み

ら
れ
な
か
っ
た
。
治
水
を
中
心
と
し
た
農
業
水
利
上
の
競
合
は
領
主
、
隣
接
部
落
の
仲
介
を
得
て
調
整
が
行
な
わ
れ
た
。
具
体
的
な
補
修

工
事
は
部
落
全
体
の
共
同
労
働
と
し
て
均
分
割
が
行
な
わ
れ
て
い
た
。

第
二
段
階

明
治
後
期
か
ら
昭
和
初
期
ま
で

興
津
町
制
の
施
行
に
と
も
な
い
、
農
業
水
利
の
管
理
運
営
は
町
の
土
木
行
政
の
一
環
と
し
て
行
な
わ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
部
落
は
町

の
末
端
機
関
と
し
て
の
役
割
を
果
た
す
こ
と
と
な
り
、
管
理
運
営
の
具
体
的
業
務
を
担
当
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
し
て
、
興
津
川
左
右

岸
ご
と
に
二

t
一
二
部
落
の
農
業
水
利
上
の
結
合
が
み
ら
れ
た
。
こ
の
間
に
部
落
内
で
は
農
業
水
利
は
自
作
農
層
を
中
心
に
運
営
さ
れ
た

が
、
大
正
期
以
後
自
小
作
・
小
作
層
の
参
画
を
み
て
、
と
く
に
自
作
農
層
に
農
業
水
利
に
対
す
る
関
心
の
変
化
が
み
ら
れ
る
。



第
三
段
階

昭
和
一

O
年
以
降

こ
の
期
に
は
、
農
業
水
利
の
管
理
運
営
機
構
は
町
・
部
落
と
も
変
化
を
み
な
い
が
、
農
業
水
利
に
つ
い
て
の
関
心
は
自
小
作
・
小
作
層

に
移
行
し
て
い
っ
た
。
そ
し
て
、
戦
後
の
農
地
改
革
後
の
農
業
水
利
は
水
田
耕
作
者
を
中
心
に
行
な
わ
れ
て
い
た
が
、
そ
れ
も
や
が
て
全

部
落
的
に
関
心
が
薄
め
ら
れ
、

一
九
六
四
年
に
は
興
津
川
か
ら
の
取
水
権
の
売
渡
し
が
行
な
わ
れ
農
業
水
利
を
め
ぐ
る
秩
序
は
消
滅
し

た。

三
、
部
落
の
社
会
経
済
基
盤

興津川下流における農業水利秩序の変質

以
上
の
よ
う
な
農
業
水
利
秩
序
の
変
化
を
み
せ
た
興
津
川
下
流
地
域
の
社
会
経
済
基
盤
を
農
業
経
営
と
部
落
内
の
階
層
の
変
化
か
ら
農

業
水
利
と
関
連
づ
け
て
み
る
こ
と
に
す
る
。

承
元
寺
部
落
の
耕
地
面
積
の
変
遷
を
み
る
と
、

一
五
九
九
年
(
慶
長
四
)

に
は
水
田
四
・

O
町
、
畑
八
・
五
町
で
あ
っ
た
。
こ
れ
よ
り

一
五

O
年
後
の
一
七
五
六
年
(
宝
暦
六
)

に
は
水
田
二
・
三
町
、
畑
九
・
八
町
で
あ
り
、
明
治
初
期
の
地
租
改
正
時
に
は
水
田
七
・
九
町
、

畑
九
・
六
町
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
近
世
期
後
半
に
は
一
七
七
三
年

(
安
永
二
)

を
は
じ
め
と
し
て
前
後
七
回
の
川
欠
の
記
録
ハ
恕
が
残
さ

れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
近
世
期
に
は
興
津
川
の
増
水
や
部
落
背
後
の
山
地
か
ら
の
沢
水
出
水
に
よ
っ
て
川
欠
、
水
損
地
が
生
じ
、
の
ち

そ
の
起
返
が
行
な
わ
れ
て
田
畑
面
積
は
増
減
を
繰
返
し
て
い
た
。
水
田
可
耕
地
が
狭
小
な
う
え
、
川
欠
・
水
損
地
の
発
生
も
加
わ
っ
て
農

家
の
所
有
耕
地
は
零
細
で
あ
っ
た
。

全
農
家
の
八
十
%
(
四
四
戸
中
三
五
戸
)
が
所
有
耕
地
三
反
未
満
で
あ
っ
た
ハ

8
0
こ
の
少
な
い
回
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畑
を
補
う
た
め
、
部
落
背
後
の
山
地
斜
面
の
利
用
が
進
め
ら
れ
て
い
た
。

一
五
九
九
年
の
検
地
帳
に
は
「
油
木
六
本
、
五
本
下
々
回
在
、
荒
五
分
引
、

一
本
上
々
回
在
」
の
記
載
が
み
え
る
。
ま
た
一
七
五
一
年
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(
宝
暦
元
)
の
薩
壇
村
と
の
立
合
一
枚
絵
図
な
ど
に
は
「
か
ぞ
畑
」
、
「
毒
荏
段
」
の
記
載
が
山
地
斜
面
に
み
え
る
。

興
津
川
流
域
の
諸
部
落
で
は
堵
・
義
荏
な
ど
の
商
品
生
産
に
よ
っ
て
年
貢
の
補
填
が
行
な
わ
れ
て
い
た

au
の
で
、

承
元
寺
で
も
農
家

経
営
の
う
え
で
か
な
り
の
比
重
が
お
か
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

明
治
初
期
に
お
い
て
も
農
家
の
大
部
分
が
極
め
て
零
細
で
あ
っ
た
。

)
八
七
七
年
(
明
治
四
)

に
は
田
畑
合
計
]
七
・
五
町
で
あ
り
、

こ
れ
以
降
、
田
畑
面
積
と
も
に
一

O
町
前
後
で
増
加
を
み
て
い
な
い
。
こ
れ
に
比
し
て
、

わ
せ
て
五
町
で
あ
っ
た
が
、
大
正
末
に
は
み
か
ん
三
九
・
六
町
、
茶
七
町
と
著
し
い
増
加
を
み
て
い
る
。

一
八
八
七
年
(
明
治
二

O
)
に
茶
と
み
か
ん
合

近
世
期
か
ら
明
治
中
期
に
か
け
て
農
家
経
営
は
米
麦
作
が
中
心
で
、
、
一
そ
れ
に
幡
、
毒
荏
な
ど
が
加
え
ら
れ
て
い
た
。
そ
し
て
、
農
家
の

部
落
内
に
お
け
る
経
済
的
地
位
は
所
有
耕
地
面
積
に
よ
っ
て
決
め
ら
れ
て
い
た
。

一
八
七
九
年
の
部
落
内
農
家
の
所
有
氷
田
面
積
に
よ
る

階
層
別
農
家
数
は
総
戸
数
五
四
戸
の
う
ち
五
反
以
上
ご
戸
(
近
世
期
の
名
主
家
と
酒
造
業
を
営
な
ん
で
い
た
農
家
)

で
、
そ
の
他
は
す
べ

て
四
反
以
下
で
あ
っ
た
。

水
田
の
生
産
力
は
農
業
水
利
上
の
有
利
不
利
に
よ
っ
て
も
左
右
さ
れ
、
こ
の
水
田
の
所
有
形
態
が
部
落
の
階
層
構
成
を
反
映
し
て
い

る

avも
の
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
こ
で
当
時
の
部
落
南
部
の
水
田
の
等
級
分
布
を
田
方
等
級
仕
訳
帳
(
き
に
よ
っ
て
み
る
と
第
二
図
の
ご
と

く
で
あ
っ
た
。
同
図
に
よ
り
水
田
の
等
級
分
布
を
み
る
と
、
全
体
と
し
て
興
津
川
掛
り
水
田
の
等
級
は
高
く
、
沢
水
掛
り
水
田
の
等
級
が

低
い
傾
向
に
あ
っ
た
こ
主
が
わ
か
る
。
そ
し
て
興
津
川
掛
り
水
田
で
も
、
用
水
路
上
流
部
ほ
ど
等
級
が
高
く
、
下
流
に
い
く
に
し
た
が
づ

て
低
く
な
っ
て
い
る
。
ま
た
河
遭
に
近
く
開
発
の
新
し
い
水
田
が
高
い
等
級
を
示
し
て
い
る
。
し
か
し
、
開
発
が
最
も
ム
新
し
く
河
道
に
面

し
て
流
失
の
恐
れ
の
あ
る
水
田
は
等
級
が
低
く
な
っ
て
い
る
。
奥
津
川
掛
り
水
田
は
、
農
業
水
利
の
一
面
か
ら
み
る
と
治
ー
水
が
-
確
立
さ
れ
て

水
田
と
し
て
耕
作
さ
れ
る
と
高
い
土
地
生
産
性
を
示
し
て
い
た
。
こ
れ
に
比
し
て
、
沢
水
掛
り
水
田
の
う
ち
で
も
土
砂
の
流
入
や
耕
地
流
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第 2図 1879年(明治12年)の承元寺部落の水田の等級分布

興津公民館:明治初期地籍図

承元寺区:明治12年 (1879.年)田方等級仕訳帳による。

失
に
対
し
て
防
止
工
事

が
な
さ
れ
、
農
業
水
利

よ
安
全
な
用
水
路
が
つ

く
ら
れ
て
い
る
下
流
部

が
高
い
主
地
生
産
性
を

示
し
て
い
る
。

ζ

の
よ

う
な
等
級
分
布
は
必
要

用
水
量
が
十
分
に
供
給

さ
れ
て
用
水
不
足
の
事

態
が
ほ
と
ん
ど
起
っ
て

い
な
か
っ
た
こ
と
を
も

示
し
て
い
る
。
各
農
家

の
水
田
所
有
を
み
る

と、

A
・
B
両
農
家
の

例
に
み
ら
れ
る
よ
う
に

部
落
内
の
各
字
に
分
散
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あ
り
予
等
級
の
高
い
も
の
か
ら
低
い
も
の
ま
で
所
有
し
て
い
る
。
こ
の
分
散
傾
向
は
各
農
家
が
近
世
後
半
か
ら
の
荒
地
の
起
返
に
参
加
し

て
得
た
も
の
と
い
わ
れ
、
そ
の
面
積
の
多
小
は
起
返
へ
'
の
参
加
度
に
よ
っ
て
決
め
ら
れ
た
も
の
と
い
い
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に

等
級
分
布
に
は
農
業
水
利
上
の
反
映
が
み
ら
れ
る
が
、
階
層
構
成
の
水
田
所
有
へ
の
反
映
は
み
ら
れ
な
い
。

一
八
八
六
年
(
明
治
一
九
)

の
産
物
を
興
津
町
役
場
の
調
査
〈
患
に
み
る
と
、

米
麦
以
外
の
主
産
物
と
し
て
は
み
つ
ま
た
、

茶
を
は
じ

め
毒
荏
実
、
薪
が
あ
げ
ら
れ
る
。

清
水
市
域
に
は
幕
末
か
ら
明
治
初
期
に
か
け
て
茶
が
導
入
さ
れ
、
明
治
二

0
年
代
に
増
加
し
て
い
る
。
さ
ら
に
明
治
三

0
年
代
以
後
、

み
か
ん
園
が
茶
と
の
混
植
の
形
で
拡
大
し
て
い
る
。

承
元
寺
に
お
け
る
茶
、

み
か
ん
の
導
入
経
過
は
明
ら
か
で
な
い
が
、

一
九
三
、
王
年

(
昭
和

-
O
)
の
分
布
を
柑
橘
園
反
別
取
調
帳
(
哲
に
よ
っ
て
み
る
と
、

昭
和
一

0
年
代
に
は
み
か
ん
菌
が
部
落
背
後
の
山
地
に
面
積
一

九
・
六
町
の
う
ち
の
大
部
分
が
分
布
し
て
い
る
。
さ
ら
に
注
目
す
べ
き
は
段
丘
面
の
沢
水
掛
り
水
田
の
一
部
に
み
か
ん
園
が
進
出
し
て
い

た
こ
と
で
あ
る
。

(
昭
和
一
二
)

み
た
も
の
が
第
三
図
で
あ
る
。
こ
れ
を
A
る
と
、
所
有
耕
地
面
積
が
八
反
以
上
(
収
入
総
額
五

O
O円
以
上
)

こ
の
時
期
の
一
九
三
七
年

の
収
入
源
と
そ
れ
が
各
農
家
の
総
収
入
に
占
め
る
割
合
を
都
内
等
級
簿
下
調

B
)
に
よ
っ
て

で
は
、
収
入
源
別
か
ら
み

る
と
み
か
ん
が
王

O
%以
上
を
占
め
、

分
と
な
り
、
米
・
茶
の
占
め
る
割
合
が
大
き
く
な
っ
て
水
田
の
小
作
が
め
だ
っ
。
三
反
以
下
層
で
は
み
か
ん
収
入
へ
の
依
存
は
み
ら
れ
ず
、

つ
い
で
米
・
茶
と
な
り
、
水
田
を
小
作
に
出
し
て
い
る
。
三

t
八
反
層
で
は
み
か
ん
収
入
が
約
半

水
田
・
茶
の
み
か
、
農
業
労
働
力
と
し
て
の
日
一
展
、
部
落
外
へ
の
出
穣
ぎ
な
ど
が
み
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
明
治
以
後
、
山
地
の
み
か
ん

園
利
用
が
は
じ
め
ら
れ
、
み
が
ん
園
を
増
加
し
得
た
農
家
が
上
層
農
と
な
っ
て
い
た
。
農
家
の
経
営
は
し
だ
い
に
商
品
作
物
栽
培
の
比
重

が
増
し
、
昭
和
期
に
入
っ
て
は
み
か
ん
へ
の
偏
重
の
傾
向
さ
え
生
じ
つ
つ
あ
っ
た
。
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第 3図 1937年における承元寺の農家別の収入源割合

1. 承元寺区有 昭和12年部内等級簿下調による。

2. 順番は上より所有耕地面積の大きい順になっている。

3. 収入総額は対数グラフを使用した。

凡例

図みかん

圏米

図 茶

Eヨ普潟畑

園言語

jg出稼

麗週日濯

自作・小作の区分

4ヰJa ':水田自作
宅富士 b:水田小作
単語二J 料収入
園田園 c:水田小作
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の
が
多
い
。

一
反
以
下
の
水
田
所
有
農
家
は
、

一
l
一
ニ
反
の
水
田
を
耕
作
し
て
い
る
が
、
こ
の
中
に
は
自
己
保
有
国
の
ほ
か
に
水
田
を
多

家
は
、
所
有
水
田
の
す
べ
て
を
自
作
す
る
も

第 4図 1938年における承元寺

の農家の水田所有と耕作

こ
の
商
品
作
物
栽
培
に
よ
っ
て
農
家
の
経

昭和13年承元寺区稲作統計による

済
的
地
位
は
み
か
ん
、
茶
の
販
売
額
に
よ
っ

て
決
め
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
の
よ
う

な
農
業
構
造
改
善
期
に
お
け
る
農
家
の
水
田

所
有
と
耕
作
の
関
係
を
み
る
と
第
四
図
に
示

す
よ
う
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
水
田

反
以
上
を
所
有
し
て
い
る
農
家
は
い
ず
れ

も
一

l
三
反
を
自
作
し

(
残
り
は
小
作
に
出

し
て
い
る
)
、
二
反
歩
前
後
の
水
田
所
有
農

く
所
有
す
る
農
家
か
ら
小
作
し
て
い
る
も
の
を
併
せ
て
い
る
の
で
あ
る
。
た
だ
い
し
、
他
部
落
と
の
水
田
の
貸
借
関
係
は
ほ
と
ん
ど
み
ら
れ

ず
、
自
部
落
内
で
完
結
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
水
田
所
有
と
耕
作
の
階
層
聞
に
み
ら
れ
る
水
田
耕
作
状
況
の
相
違
は
、
各
農
家
の
行
な

う
農
業
の
稲
作
へ
の
依
存
度
の
相
違
を
示
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
水
田
所
有
面
積
の
大
き
い
農
家
や
自
作
農
家
が
行
な
う
稲
作
は
第
三

図
に
も
示
さ
れ
る
よ
う
に
食
糧
を
自
給
す
る
役
割
し
か
も
っ
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
水
田
所
有
の
少
な
い
自
小
作

層
や
小
作
層
に
と
っ
て
稲
作
は
主
要
な
収
入
源
と
な
っ
て
い
た
。

と
こ
ろ
が
稲
作
生
産
に
と
っ
て
必
要
な
農
業
水
利
の
管
理
運
営
は
、
部
落
自
治
の
一
部
と
し
て
行
な
わ
れ
、
部
落
の
区
長
・
土
木
委
員



に
就
任
し
た
地
主
と
自
件
層
の
意
見
を
中
心
と
し
て
行
な
わ
れ
て
い
た
。
こ
の
時
期
、
こ
れ
ら
地
主
・
自
作
層
の
農
業
経
営
の
中
心
は
ず

で
に
み
か
ん
・
茶
に
向
け
ら
れ
て
い
て
、
稲
作
経
営
に
つ
い
て
の
関
心
は
低
め
ら
れ
、
水
田
を
小
作
地
と
し
て
所
有
水
田
一
'
反
前
後
の
小

作
層
へ
貸
付
け
る
傾
向
に
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
地
主
・
自
作
層
の
農
業
水
利
に
つ
い
て
の
関
心
は
薄
め
ら
れ
、
そ
の
管
理
運
営
に
対
す

る
積
極
性
も
高
い
と
は
い
え
ず
、
農
業
水
利
に
つ
い
て
の
規
制
に
も
厳
し
さ
が
み
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
取
水
施
設
の
修

築
や
用
水
路
の
修
理
は
稲
作
農
家
に
と
っ
て
は
稲
作
の
成
否
に
か
か
わ
る
重
要
条
件
で
あ
っ
た
。
こ
の
た
め
、
そ
れ
ら
は
お
も
に
部
落
を

単
位
と
す
る
共
同
作
業
に
よ
っ
て
行
な
わ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

奥津川下流における農業水利秩序の変質

第
三
次
大
戦
後
の
農
地
改
革
は
、
戦
前
に
地
主
層
か
ら
貸
小
作
を
受
け
て
い
た
水
田
が
主
対
象
と
な
り
、
そ
の
耕
作
者
で
あ
っ
た
自
小

作
層
・
小
作
層
へ
解
放
さ
れ
た
。
こ
の
た
め
、
旧
自
小
作
・
旧
小
作
層
は
水
田
自
作
者
と
な
っ
た
。

一
九
四
九
年
に
は
、
こ
の
水
田
耕
作

者
(
新
し
い
水
田
自
作
者
)
を
中
心
と
し
て
用
水
の
合
ロ
と
用
水
路
の
改
修
が
行
な
わ
れ
て
い
る
。

一
九
六

0
年
代
に
高
度
経
済
成
長
政
策
が
と
ら
れ
る
と
農
業
生
産
の
選
択
的
拡
大
が
な
さ
れ
て
、
み
か
ん
栽
培
の
比
重
は
さ
ら
に
強
め

一
九
六
五
年
の
農
家
台
帳
に
よ
る
と
、

ら
れ
た
。

一
九
六
四
年
に
水
田
、
普
通
畑
が
な
く
な
り
、
農
業
生
産
は
み
か
ん
園
六

0
・
三
町
、

茶
園
六
・
二
町
に
よ
q

て
行
な
わ
れ
る
に
至
ヲ
て
い
る
。
耕
地
面
積
一
町
以
上
の
農
家
は
専
業
農
家
が
多
く

(
二
三
一
戸
)
、

一
町
以
下
の

農
家
で
は
兼
業
農
家
が
多
く
み
ら
れ
た
。

み
か
ん
栽
培
と
稲
作
の
聞
に
生
産
性
の
著
し
い
聞
き
が
で
き
、

ま
た
労
働
配
分
に
も
競
合
が
生
じ
る
こ
と
と
な
ア
た
。

こ
れ
に
よ
っ

て
、
新
水
田
自
作
者
も
し
だ
い
に
水
田
に
み
か
ん
を
栽
培
す
る
こ
と
と
な
り
、
や
が
て
こ
れ
も
み
か
ん
偏
重
の
農
業
経
営
に
か
え
て
い
っ
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た
。
こ
の
よ
う
に
近
年
に
お
け
る
水
田
自
作
者
の
農
業
経
営
の
変
化
に
よ
っ
て
承
元
寺
全
部
落
の
農
業
水
利
に
対
す
る
積
極
性
は
失
な
わ

れ
た
の
で
あ
る
。
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目
、
結

語

奥
津
川
下
流
地
域
で
は
、
近
世
期
に
形
成
さ
れ
た
個
々
の
部
落
を
単
位
と
し
た
農
業
水
利
秩
序
が
明
治
中
期
に
変
質
し
て
い
る
。
こ
れ

は
そ
れ
ぞ
れ
の
部
落
が
近
世
期
に
領
主
を
異
に
す
る
藩
政
村
で
あ
っ
た
が
、
明
治
二
二
年
の
市
制
・
町
村
制
の
施
行
に
と
も
な
っ
て
一
つ

の
行
政
単
位
と
な
っ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
こ
れ
以
降
の
農
業
水
利
秩
序
は
各
時
代
の
生
産
力
水
準
に
基
礎
を
お

い
た
、
そ
の
時
代
の
農
業
経
営
に
適
応
し
た
変
質
を
と
げ
て
い
る
。
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